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牛深測候所における臨時地震観測*

福岡管区気象台観測課**

S 1. まえがき

1984年3月に九州系地震資料伝送システム，およ

び福岡L/ ADESS (Local Automated Data Edi-

ting and Switching System)の整備が完了した.

それ以降，九州および山口県の各地の地震波形は福

岡管区気象台まで real-timeで伝送され，そ乙で地

震活動の監視，および波形処理による精密験測・震

源決定が行なわれている(山本ら， 1985). 筆者ら

は乙の地震観測・処理システムの長所短所の評価を

試み(内村ら， 1987)，観測網の疎な九州西岸に観測

点、を増強すべきであるという結論に達している.そ

して，観測網の不十分さを補うために乙の 2年間，

臨時地震テレメータ観測を実施してきた.それらは

1985年11月1日から1986年 1月31日までの阿久根測

候所における観測(内村ら， 1987)，および1987年 1

月22日から 4月3日までの枕崎測候所における観測

(松田ら， 1987)である.乙うした観測の一環として

3年自にあたる今回は，牛深測候所において1987年

12月 1日から1988年3月10日までの 3ヶ月あまり，

テレメータ観測を実施した.乙乙ではその臨時観測

による成果を報告する.

今回の臨時観測の直前までにこの観測システムを

用いて震源決定された地震の震央分布を第 1図に示

す.乙の図からわかるように牛深周辺には①中央構

造線の西端に位置する八代海，②島原半島から南西

に延びる地震帯上の天草灘，③薩摩半島西岸吹上浜

すぐ沖合の海域等に特徴的な地震活動が認められる.

今回の臨時観測にあたっては乙れらの活動が少しで

も正確に把握できる乙とを期待した.また，将来の

地震観測点の増強に備えて牛深測候所の背景雑音等

の地震観測環境をあらかじめ調査しておく乙とは重

要なことであると考えられる.

観測システムは地震計変換器，増幅器， FM変調

器， NTT専用回線，復調器， トリガ一機能，処理・

解析装置等で構成される.観測システムの詳細，お

よび以下で述べる解析方法の詳細は阿久根(内村ら，

1987)，および枕崎(松田ら， 1987)の場合と同様で

あるのでこ乙では省略する.
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第 1図:九州系地震資料伝送システム開設(1984

年3月14日)以降，この臨時観測を始める直

前の1987年11月30日までに福岡管区気象台が
震源決定した震央の分布.深さ別にシンボル

の種類を変え， MJjIJIとシンボノレの大きさを変

えて表示しである.牛深周辺では八代海，天

草灘，薩摩半島西岸沖等に特徴的な活動が認

められる.

S 2. 地震検知力

九州周辺で発生した地震のP相が験測可能かどう
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かを震央距離， Mの関数としで調べる乙とにより，
牛深の地震検知力を推定した.その結果を第2図に

示す.第2図にはP相が験損IJ可能な範囲をメノコで

求めて直線で示した.乙の直線から， 110 km以内の

M詮 3の地震，あるいは70km以内のM孟 2.5の地震

のP相が験測可能であるといえる.乙れは阿久根，

枕崎に共通の r170 km以内のMミ3，あるいは 100
km以内のM孟 2.5jという検知力よりは劣っている.

乙の最大の原因は後述の大きな人為的雑微動である.
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第2図:牛深の地震計の地震検知能力の推定.横
軸l乙震央距離，縦軸l乙Mをとり P相が検知で

きた地震はO印で，そうでないのは・印で示
した.図中の太い実線はメノコでひいたP相

が験測可能となる地震とそうでない地震の境

界線.

~ 3. 地震活動解析への貢献

臨時観測期間中に，第 1図の範囲内に震源決定で

きた地震の震央分布を第 3図lζ示す.乙の図で，塗

りつぶした 3個の地震は常設のテレメータ観測網で

は震源決定できず，牛深のデータがあって初めて震

源決定できた地震である.

1月8日，および2月24日に八代市のすぐ沖合で，

M: 4.0，および， M: 4.6が発生し(第3図)，牛深

でそれぞれ震度 1，mを観測した.両者ともいくつ
かの余震をともなった.八代海は九州を斜断する中

央構造線の西端を形成する日奈久断層系が走ってい

て，ふだんから地震活動が活発な地域である.最近

では1986年7月28日にM:5.0 (第 1図)が発生，熊

本で震度皿，牛深等で震度Eを観測している.過去

においては， 1931年12月21，22， 26日のそれぞれM

: 5.5， 5.6， 5.9， 1916年のM:6.1，1619年のM:

6.2という被害地震が知られている.乙れらの地震

の発震機構は第4図に示したように日奈久断層系の

運動と調和的な，ほぼ東西圧縮，南北伸張の横ずれ

を示すことが知られている(西辻， 1986;高橋ら，

1987)が牛深においても乙の解に調和的な初動デー

タが得られた.
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第3図:臨時観測中に震源決定した震央の分布.

表示方法は第 1図と同様.塗りつぶした 3個

の地震は牛深における臨時観測がなかったら

震源を決定できなかったであろう地震. 1月

8日，および2月24日には八代海にM:4ク

ラスの地震が発生した.

~ 4. 牛深測候所の地震観測環境

静穏な気象状態の時の背景雑音は，約2年前に臨

時観測を行なった阿久根とほぼ同等の 100μkinep-

p程度であった.人工的な雑音は測候所に隣接する

道路を自動車が通行する時に，大きいときで1000μ

kine p-p程度の雑音が認められた. しかし，観測

の最大の障害になったのは測候所近くの冷凍倉庫の

コンプレッサーによると考えられる雑音で，乙れは

観測全期間を通して断続的IC，おおよそ数100μkine

っ“つu



牛深測候所における臨時地震観測 23 

N 

o 

• 

第 4図:八代海lζ発生する地震の重ね合わせのメ

カニズム解(高橋ら， 1987). 下半球ウルフ

ネット投影.八代海を北東一南西に走る日奈

久断層系の運動と調和的である.牛深におい

ても乙の解と調和的な初動データが得られた.

p-p Kも達する大きな振幅で認められた.しかし乙

の乙とは直ちに，牛深周辺は地震観測に適しない，

ということを意味するものではなく，牛深測候所の

“構内"が地震観測に適さないと解釈すべきである.

牛深は八代海，天草灘等に発生する地震の観測に欠

かせない地点であり，将来の高感度地震計の展開・

再配置計画の折には，地震観測にふさわしい場所の

選定を含めて，一考に値する地点、である乙とにはか

わりない.

~ 5. まとめ

気象庁は全国に発生するM:3までの小地震を監

視すべく観測網の整備・充実をはかつてきた.しか

し，九州西岸には観測点が少なく，八代海や天草灘

の地震に対して十分とは言えない.薩南・南西諸島

方面の観測点同様，整備が急がれる.
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